
審査書類イメージ 

【補助金申請時】 

・交付申請書 

・補助対象経費計算書 

・暴力団排除に係る誓約書 

・見積書等の写し  

・市内中小企業者であることの誓約書 

・見積りが行えないことに係る理由書 

・導入設備の仕様がわかる資料  

・既設設備の仕様がわかる資料  

・建築図面 

・エネルギー設備導入調査確認書の写し  

・法人の履歴事項全部証明書又はその写し 

・＜個人事業主の場合＞確定申告書の写し、個人事業税の納税証明書等、個人事   

業主であることが確認できる書類 

・直近の納税証明書又はその写し 

・建物に係る全部事項証明書又はその写し  

・設備設置承諾書（当該事業を申請者以外のものが所有する建物において実施す  

る場合に限る。） 

・その他市長が必要と認める書類 

 

【実績報告時】 

・事業完了届 

・補助対象経費計算書 

・補助事業に係る工事請負契約書の写し、領収書等の写し及びその内訳を示すも  

の  

・工事完成図面  

・発注実績報告書  

・その他市長が必要と認める書類 

【参考資料】



 令和 年 月 日  

  様 

 

川崎市エネルギー設備導入調査確認書 イメージ 

 

１．訪問日時等 

訪問日時 令和  年  月  日（ ）   

事業者名 △△㈱ 川崎事業所  

事業実施場所  

事業所の対応者 川崎 太郎 

調査員  

 

２．導入調査内容 

次の設備についてエネルギー調達コストの低減につながる設備の導入となることを確認しまし

た。見込まれる削減量はカタログとの比較が可能な場合に記載 

チェック欄 対象設備 見込まれる削減量 

□ 太陽光発電設備  

□ 
太陽光発電設備と連携して導入する

蓄電池 

 

□ 照明設備  

□ 空気調和設備  

□ 燃焼設備  

□ 冷凍冷蔵庫  

□ コージェネレーションシステム  

□ 遮熱塗装、断熱工事  

□ 
生産設備やサービスを提供するため

に必要な省エネ設備等 

 

□ エネルギー管理装置（ＥＭＳ装置）  

 

備考欄 

エントリーシートに記載があっても、エネルギー使用量の削減につながらない可能性があるものや、補助金の対

象とならない可能性があるものなど留意事項等がある場合は、こちらに記載します。また、記載がなくても導

入・更新が望ましいと思われる設備があれば記載します。（自由記入） 



 令和 年 月 日  

 

川崎市エネルギー最適化補助金 現地確認報告書 イメージ 

 

報告者  

訪問日時 令和  年  月  日（ ）   

事業者名  

事業実施場所  

事業所の対応者  

 

１ 補助対象設備の状況について 

※行が足りない場合は、追加してください 

 

【申請内容から変更がある設備】 

 

 

２ 設置写真 

 

 

状況確認（チェック） □ 申請のとおり設備が導入・稼働していることを確認した 

NO 対象設備 

１  

２  

３  

NO 設備名 

１  

２  

３  



  

第１号様式（第９条関係） 

        年  月  日  

川崎市エネルギー最適化補助金交付申請書 イメージ 

 

  （宛先）川崎市長 

所 在 地                 

名 称                 

代表者職・氏名                 

  

川崎市エネルギー最適化補助金交付要綱第９条の規定により、次のとおり申請します。 

 

１ 補助申請額等 

 

 ２ 担当者情報 

  

３ 申請者概要 

 

４ 他の補助金の申請状況 

補助対象経費（税抜き）            円 

補助金申請額（税抜き、１万円未満切捨て）          円 

役 職  

氏 名  

電 話 番 号  

メ ー ル ア ド レ ス  

事 業 実 施 場 所  

業 種 □製造業 □建設業 □運輸業 □ 卸売業 □サービス業 □小売業 

□その他（      ） 

主 な 事 業 内 容  

資 本 金 円（大企業の出資割合 ％） 

常時使用する従業員数

（ 役 員 は 除 く ） 

名 

創 業 年 月 年 月 日 

自社ホームページ URL  

（自社ホームページがない場合は会社の概要がわかる資料を添付） 

国・県等補助金の申請状況 □ なし 

  □ あり  

補助金等の名称（                ） 



５ 補助対象経費の概要 

（１）省エネルギー設備導入 

※エネルギー設備導入調査確認書の結果を転記してください。 

※複数の設備を導入される場合は、表をコピー＆ペーストしてください。 

 

（２）エネルギー削減工事 

遮熱塗装・断熱工事  

実施する工事 □遮熱塗装工事  □断熱塗装工事 

削減効果の有無 

※確認書の結果を転記  
あり・なし 

工事施工者（予定） 名 称：  

所 在 地：  

電話番号：  

施工期間 令和 年 月 日   ～ 令和 年 月 日 

※事業完了届提出期限は令和５年１０月３１日 

 

６ 創エネルギー設備・エネルギー効率化設備の導入 

太陽光発電設備・ＥＭＳ装置の導入可能性 

実施内容 □太陽光発電装置 □ＥＭＳ装置 □蓄電池 

□コージェネレーションシステム 

見込まれるエネルギー発電量等   

 

７ 導入設備の設置予定場所 

導入を検討している設備 設備の種類  

製品名  

メーカー  

型番  

現在使用している設備 設備の種類  

製品名  

メーカー  

型番  

エネルギー使用量削減効

果 の 有 無 
あり・なし 

工 事 施 工 者 （ 予 定 ） 名 称：  

所 在 地：  

電話番号：  

施 工 期 間 令和 年 月 日   ～ 令和 年 月 日 

※事業完了届提出期限は令和５年１０月３１日 

対象設備   



※この様式に画像ファイルを添付できない場合、「別紙のとおり」と記載の上、別途添付して

ください。また、対象設備が複数ある場合は、表をコピー＆ペーストしてください。 

 

８ 誓約事項 

  私（申請者）は、川崎市エネルギー最適化補助金の申請にあたって、次に掲げるすべての

事項を確認し、誓約します。 

申請者は、申請要件を満たしています。 

・創業して 12カ月が経過した川崎市内に事業所がある中小企業者（小規模企業者を含む。）又は川崎市内に

納税地がある個人事業主です。 

・川崎市税（法人の場合は法人市民税、個人事業主の場合は個人市民税）の納税義務者（非課税、課税免税、

減免等となる者を含む。）です。 

・申請者は、導入する設備等を業務上に限り使用します。本補助金を活用して設置・施工等を行った設備等

を自己にて使用し、返品、転売又は貸付等を行いません。 

・申請者は、新規設備の導入後に速やかに従前の設備を撤去・処分します。 

・申請者は、設備の購入を資本関係にある企業、申請者の役員もしくは２親等以内の親族が役員として属す

る企業又は事業を営んでいない個人から行いません。 

・申請者は、虚偽の申請、報告など、本補助金の交付に関して不正行為を行いません。不正行為があると判

明した場合、川崎市が申請者の名称とその内容を公表すること、及び本補助金の返還と違約加算金・遅滞金

の支払いに応じます。また、返還に際し、支払い期限までに返済がなされない場合には、川崎市が関係行政

機関及び関係金融機関に申請者の所得・財産調査等を実施すること並びに関係行政機関及び関係金融機関が

これに回答することに同意します。 

・申請者は、市民税及び川崎市に対する債務の支払い等の滞納はありません（川崎市が必要に応じて申請者

の課税状況について官公署に確認することに同意します。） 

・申請者は、次のいずれにも該当しません。 

ア 発行済株式の総数又は出資金額の総額の２分の１以上を同一の大企業（中小企業基本法に規定する

対象設備の設置予定場所の周囲２～３ｍ程度の状況がわかる写真で３カ月以内に撮影した

もの 

（画像ファイルを添付） 



中小企業者以外の者であって事業を営む者をいう。以下同じ。）が所有している事業者 

イ 発行済株式の総数又は出資金額の総額の３分の２以上を大企業が所有している事業者 

ウ 大企業の役員又は職員を兼ねている者が、役員総数の２分の１以上を占めている事業者 

・申請者は、川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第２条に規定する暴力団員等、暴力団

経営支配法人等又は暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者ではありません。また、川崎市暴力団

排除条例第８条に基づき暴力団ではないことを川崎市が神奈川県警察本部長に対して確認を行うことにつ

いて承諾します。また、全ての役員に同趣旨を説明し、同意を得ています。 

・常時使用する従業員数について、申請時点の実数で記載しています。 

・設備を導入する建物は申請者自身が所有する建物であり、申請者以外のものが所有する建物である場合

は、設備設置承諾書を提出しています。 

・申請者は、政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第３条に規定する政治団体に該当する者ではあ

りません。 

・補助対象経費となる経費の全部又は一部について、川崎市の他の補助制度又は他の公的補助制度の交付決

定又は補助金等の支払いを受けていません。 

・川崎市長が必要な書面の提出を求め、又は現地調査等により、補助事業に係る帳簿等の関係書類や設備等、

実施状況について調査を行う要請があった際は、同意します。 

・申請者は、本補助金申請に関する申請者情報を○○株式会社（本補助金の委託事業者）と共有することに

同意します。 

川崎市エネルギー最適化補助金交付要綱及び川崎市補助金等の交付に関する規則を遵守し、本誓約の内容に

虚偽や不正があった場合は補助金の申請を取り下げます。また、補助金受給後に虚偽や不正等が発覚した場合

は補助金を返還します。 

募集要領で指定した期限内に完了届を提出できない場合は、交付決定の取消を受けることに異議を申し立て

ません。 

 

所 在 地                 

名 称                 

代表者職・氏名                 

 



第１号様式別紙

設備種類（選択してください）

項目 単価(税抜) 数量 金額(税抜) 設備本体

0

0

0

0

0

0

0

値引き(－で入力）

合計 0 0

設備種類（選択してください）

項目 単価(税抜) 数量 金額(税抜) 設備本体

0

0

0

0

0

0

0

値引き(－で入力）

合計 0

設備種類（選択してください）

項目 単価(税抜) 数量 金額(税抜) 設備本体

0

0

0

0

0

0

0

値引き(－で入力）

合計 0

※上限金額（500万円）以内、下限金額（中小企業者50万円、小規模企業者25万円）以上

補助申請額（補助対象経費の１/２※、１万円未満切捨て） 円

補助対象経費（税抜）の合計

補助対象経費計算書
見積書に記載の内訳のうち、補助対象経費として計上する費用（税抜き）を記入してください。

見積書の該当部分が判別可能なように番号を付けてください。（単位：円）

設
備
１

設
備
2

設
備
3

※行が足りない場合には挿入して記載してください
※値引き分は総額に対して補助対象経費分を按分して控除してください
※設備本体の欄には、設備本体の項目に関して、〇を記載してください

円



第８号様式（第１４条関係） 

  年  月  日 

 

川崎市エネルギー最適化補助金事業完了届 イメージ 

 

（宛先）川崎市長 

所 在 地                 

名 称                 

代表者職・氏名                 

 

 

年 月 日付け川崎市指令  第  号をもって交付決定を受けた標記補助金につい

て、補助事業が完了しましたので、川崎市エネルギー最適化補助金交付要綱第１４条の規

定により報告いたします。 

 

 

１ 事業実績   

 

 

２ 経費支出表   

別紙「補助対象経費計算書」のとおり 

 

 

 

 

交 付 決 定 金 額 

 

 

※変更承認を受けている場合は変更後の交付決定金額を記載してください。 

申 請 額  

実 績 額  

事 業 実 施 場 所  

設 備 変 更 の 有 無 有 ・ 無 

変 更 し た 設 備 
 

 

変 更 理 由 

 

 

 

 

※変更理由によっては、設備の変更を認められません。 



３ 導入設備の設置場所 

※この様式に画像ファイルを添付できない場合、「別紙のとおり」と記載の上、別途

添付してください。また、対象設備が複数ある場合は、表をコピー＆ペーストしてくだ

さい。 

 

対象設備   

対象設備の設置場所の周囲２～３ｍ程度の状況がわかる写真。交付申請書と比較を行うため、

同様の画角で撮影を行うこと。 

（画像ファイルを添付） 


